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助成金を利用した外付鉄骨フレーム 

（KG構法）による耐震補強 

●建物概要 

建物規模 地下1階・地上12階・塔屋3階 

敷地面積661.0㎡,建築面積590.1㎡,延床面積5892.4㎡ 

構造種別 SRC造（地下1階～12階）、RC造（PH） 

構造形式 耐震壁付きラーメン構造 

●改修経緯 

 本建物は、1981 年に竣工した地上12階建ての集合住宅である（写真

-1）。地下1階から地上12階は内蔵鉄骨が充腹形の鉄骨鉄筋コンクリー

ト造、塔屋は壁構造の3階建てとなっており、構造形式は桁行方向、梁

間方向共に、耐震壁付ラーメン構造である。 

 「渋谷区緊急輸送道路沿道建築物耐震化支援事業」に基づき、渋谷区

からの助成金制度を利用した。2012 年度は耐震診断、2013 年度は耐震

補強設計、2014年度は耐震補強工事と年度ごとに申請を行い、補強工事

を終了させた。 

今回の助成金を受けるための主な条件は以下の通りである。 

１． 分譲マンションであること 

２． 複合用途の場合は延床面積の過半が住宅であること 

３． 区分所有者の過半がそのマンションに居住する個人であること 

４． 診断及び設計については第三者機関の評定を取得すること 

５． 診断、設計、工事、それぞれの事業が年度内に完了すること 

●耐震診断及び補強結果 

【X方向〔東西（梁間）方向〕】 

診断時に目標値を下回っているペントハウス 1 階は高架水槽撤去(図

-2)による重量軽減を行うことにより、目標値をクリアした（表-1）。 

【Y方向〔南北（桁行）方向〕】 

診断時に目標値を下回っている1階部分にKGフレーム(図-2,-3)、EV

ホールに新設袖壁、階段室の開口閉塞を行った結果、耐力が向上し、目

標値をクリアした（表-1）。 

表-1 補強前後のIs指標値とCT・SD値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 山手通り側からの建物全景（東側外観） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 補強前（西側外観） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 補強後（西側外観） 

●改修技術の説明 

「Key Grid構法（KG構法）」は、㈱安藤・間、西武建設㈱と長年共同

開発してきた耐震補強構法で、ピン接合形式の外付け鉄骨フレームによ

る補強構法である（図-1）。既存建物の柱梁接合部に「KG ピン」と称す

る新開発のピン装置を取付け、これを介して鉄骨造の補強フレーム「KG

フレーム」を設置する。KGフレームの柱中間部には、新開発の摩擦ダン

パー、鋼材ダンパー、粘弾性ダンパーなど、建物の特性に応じた「KGデ

バイス」（制振装置）を取付けることができる。今計画では低降伏点鋼

(LY225)によるせん断型鋼材ダンパーを採用した。 

●改修工事概要 

工事期間は準備工事が3.5ヶ月、現地工事が3.5ヶ月の計7ヶ月で行

った。準備工事段階を含め、部材（KGピン、KGフレーム、化粧カバー）

の製作期間に約2.5ヶ月程度要するため、既存建物の鉄筋位置確認を速

やかに実施する必要がある。KG構法による補強を行う建物東側は敷地が

狭く、耐震補強部材の楊重にはチェーンブロックのみの作業となったた

め、施工性が悪く、施工歩掛3～5（ピース/日）となった（図-3）。苦労

した点は、建物内部（居室内）での作業の日程調整で、各戸別に施工日

を決定し了解を得る必要があった。特に1フロア同日施工しなければな

らない作業（KGベース設置、PC鋼棒緊張）の日程調整に苦慮した。 

●設計者コメント 

KG 構法は、KG ピンの位置精度が構法の要となるため、製作工場での

検査や KG ピンが取付く既存建物の鉄筋位置の確認を入念に行い、施工

に反映することができた。工事関係者から出された様々な改善点や注意

点は、その都度確認し工事を完了させることができた(写真-2,-3) (図

-1)。 

1階東側の袖壁増設工事及び開口閉塞工事は、縦の導線があるEVホー

ルや階段室に面した内部廊下であったため、はつり時の反響音が大きく、

粉塵も舞い、今後の課題となった(写真-1)（図-3）。 

●施工者コメント 

耐震改修工事前に補強対象となる住戸を個別で訪問し、「診断結果・

補強方法・補強後の耐震性・工事にあたっての各工事内容」に加え各工

事別に「振動・騒音・粉塵・臭気の程度と対策」を説明し、住民の理解

を得ることができ、無事工事を完了させることができた。 

●発注者コメント 

設計者や施工者より渋谷区助成金制度の活用（助成額 26,000千円）

を提案して頂いたおかげで、住民の理解が進み、耐震診断や改修工事に

踏み切ることができた。また改修工事を実施したおかげで税制面でのさ

まざまな優遇措置も受けられ、管理組合として大変感謝している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 KG構法の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 西側立面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 1階平面図 


